
令和７年度 学校評価アンケート（前期） 保護者  

 

 

 

 

42.1

53.6

39.3

22.1

50.7

71.4

25.7

32.1

39.3

41.4

34.3

23.6

2.9

5.7

17.1

12.1

3.6

2.9

1.4

1.4

3.6

5.0

0.7

0.7

3.6

7.1

0.7

19.3

10.7

1.4

24.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

教科担任制の取組は、様々な教員による理解や分

かりやすい授業づくりにつながっていると思う。

学校は、子どもが学校に関わる地域の人といっ

しょに活動する機会をよくつくっていると思う。

（職場体験・訪問 昔遊び 朝顔配り 地域清掃

地域安全マップ作り等）

学校は、日頃の教育活動の様子などについて、保

護者会や学校だより等で分かりやすく伝えている

と思う。

学校は、タブレットPCなどを使って、子どもが

「調べる」 「まとめる」 「伝え合う」授業を

よく行っていると思う。

学校の先生は、分かりやすい授業をしていると思

う。

子どもにいじめやいじめの疑いがあるときには、

学校に相談することができる。

（しようと思う。）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない 該当学年（5・6年）でない

・「学校に相談することができる。」の項目では肯定的評価が 95.0%だった。引き続き、相談しやす

い雰囲気維持していく。 

・「先生の授業は分かりやすい。」の肯定的評価は 85.0%だった。教科担任制を含め、引き続き、児

童に分かりやすい授業を目指し、指導方法の工夫、改善を図っていく。 

・「タブレットＰＣを使って『調べる』『まとめる』『伝え合う』授業をよく行っている。」の項目

では、肯定的評価が 63.5%にとどまった。また、「分からない。」という回答が 19.3%もあること

から、タブレットＰＣを使った実践に加えて、学校での活動をお知らせする必要があることが

分かった。しかし、タブレットＰＣの活用については児童の発達段階を考慮する必要があるた

め、児童に無理のないよう留意して進めていく。 



令和 7 年度 学校評価アンケート（前期） 児童 
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教科担任の先生が教えてくれる授業は分かりやす

いと思う。

学校にかかわる地域の人から様々なことを教わっ

たり、地域の人と一緒に活動したりしたことがあ

る。

学校での授業や行事のことなどについて、家の人

に自分から話している。

先生は、タブレットPCなどを使って、「調べる」

「まとめる」 「伝え合う」授業をよく行ってい

ると思う。

先生の授業は、分かりやすいと思う。

いじめ等の問題がある時には、すぐに先生に相談

することができる。（しようと思う）。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない 実施学年ではない

・「先生の授業／教科担任の授業は分かりやすい。」の項目では、どちらも肯定的評価が 90%

弱だった。引き続き、児童に分かりやすい授業を目指し、指導方法の工夫、改善を図っ

ていく。 

・肯定的評価が一番低かったのは、地域との交流についての項目で、55.8％、また「分か

らない。」という回答が 16.2％だった。１年生のアサガオ配りや２年生の図書館見学、３

年生のスーパー見学、４年生の逃げ地図作り、５年生の先輩・地域に学ぶⅠ、６年生の

商店会についての学習など、各学年で地域との交流学習は設定されているが、実施時期

がアンケート後のであることや、「地域との交流」について児童への説明が不足していた

と考えられる。 

・「タブレットＰＣを使って『調べる』『まとめる』『伝え合う』授業をよく行っている。」

では、肯定的評価が 70.6％にとどまった。ドリルパークの利用はどの学年でも多いが、

「調べる」「伝え合う」といった学習は高学年が中心にな傾向がある。引き続き、児童の

習熟状況に無理のないよう留意して活動を計画していく。 


